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＜Topics＞

1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

　

本マニュアルでは、2026年1月23日にリリースした機能について
次の内容の操作方法等を記載します。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました
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この項では、実効性評価の分析機能の利用方法についてご説明します。
※実効性評価はオプションでのご利用となりますのでご注意ください。



実効性評価のレポーティング(分析)機能をご利用いただくには会社・メンバー設定内の『役職管理』で
区分を「社内」「社外」のそれぞれに設定していただく必要があります。区分を「その他」に設定していると、一部
分析結果がうまく反映されませんので、必ず変更してからご利用ください。
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【補足】社内 /社外役員の設定



今回のアップデートで実効性評価に新たに分析機能が拡充されました。分析機能では回答分布グラフや、「社
内役員」「社外役員」でのスコア差分をワンクリックで可視化することができます。また、Word出力で、社内のレ
ポートにも活用いただけます。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

実効性評価のアンケート集計結果のタブ内に
新たに『分析』項目が追加されました。

アンケートの分析結果はレポートとして
Wordでダウンロードしていただくことが可能です。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

出力①：質問毎の回答一覧

該当アンケートの質問一覧についての
平均値と標準偏差が表示され、値の高
低、偏差の大小がある場合、それぞれが
色別で表示されます。

また、前回開催と同一の質問については
平均値の比較を行うこともできます。

【標準偏差について】
平均値だけでなく、標準偏差を見ること
で、同一の平均値の質問に対して点数の
バラつきの有無から課題の発見に繋げて
いただくことができます。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

出力②：質問別の回答分布

該当アンケートの質問別の回答状況が、
20％毎の区切りとして、『非常に高評価』
から『非常に低評価』までの 5段階で一目
でわかるように表示されます。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

出力③：『平均値ｘ標準偏差』の
4象限グラフ

出力①の質問毎の回答一覧を『平均値ｘ標
準偏差』の 4象限グラフで出力表示します。
「平均は高いがバラつきが大きい（＝メン
バー間の認識ギャップが高い）」等、平均値
だけでは見えてこなかった課題の抽出が可
能になりました。

【4象限グラフの活用方法】
左上の群
⇒別角度の質問への一部切替を検討
右上の群
⇒次年度左上に設問が遷移するための対
策を検討

など、グラフ全体の傾向を見ながら打ち手を
考える事も可能です。

グラフ上の質問番号にマウスカーソルを合
わせると質問の文言が表示されます。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

出力④：評価別に認識が分かれる質
問の回答状況

質問の回答状況として、低評価で認識が
分かれる質問と高評価で認識が共通する
質問がそれぞれピックアップして表示され
ます。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

出力⑤：社内外で認識が分かれる質
問の回答状況

社内役員と社外役員のそれぞれの回答
状況が表示されます。
各質問毎に点数の乖離も表示されるた
め、
「社内役員は高評価だが、社外役員は低
評価である」等の課題発見に繋げていた
だくことができます。

尚、こちらを表示させるには役職管理で
社内 /社外役員の設定が必要となります
ので、必ず変更してからご対応いただくよ
うご注意ください。
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1. 実効性評価のレポーティング (分析)機能が拡充されました

出力⑤：項目別平均値の前回比較

該当のアンケートについて、各項目毎に 5
段階のチャートで表示がされます。

同一の項目については前年度との比較を
行うことができます。

また、同業他社が同一の項目についての
質問を行っている場合、同業他社の平均
値との比較も行うことが可能です。


